
つ
う

ん グフ ヽ か

ヽ
ノ
河
ν
´

ヽ
′
″　
　
　
　
●

′
レ
ｒヽ
　
「

‐
■
ヽ
′
′
」
ヽ

絡

勧
『
　

浦
部
　
幸
裕

〇
闘
＞
脚
＞
〇
〇
パ
〇

≠
″
ヽ

娑

林

晩

古
橋

工
邦

言

葉

の
響

き

の
美

し

さ

―
―

。

能
の
台
本
を
謡

い
語
る

能

の

一
部
を
紋
付
袴
姿
で
舞
う

ノ
¬
ヽ

す

フ

た

い

り

ん

D
_』 ▲
二

“
亀
・|〉bbえ

‐卜▲

門
ヵヘ

氏
も

―
）
　

ゆ
よ
　

い

一一
一Ｈｕｒフ

令和7年 7月 13日①
午前11時 開演 (10時 30分開場)

京都観世会館
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スコ

衛
Fl

京都市左京区岡崎円勝寺町44(東山仁王門東入)

一般前売 4,500円  全席自由席
一般当日 5,000円
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幸チケットのお申込みは、お電話またはチケット販売サイト、

出演能楽師へお願いいたします。

仕

舞

■日
「

会 場

ご予約。お問合せ 京都観世会館    TEL.075… 771…6114
京都市左京区岡崎円勝寺町44 http://www.kyoto¨kanze.jp
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浦 松 武
田 井 田

地
謡

仕
舞

天蝉

鼓丸

地
謡

賀

　

茂

雲
林

院

大
原
御
幸

道
明
寺

雨
　
月

中
入
前

仕
舞

松
　
風

山
　
姥

キ
リ

（
一
時
半
頃
）

邦
弘
美
樹
保
親

井
上
裕
之
真

大
江
　
泰
正

大
江
　
広
祐

橋
本
　
光
史
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吉
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晃
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司
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太
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道
治
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和

片
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九
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右
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ツ
レ
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天
女
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下
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林
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右
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橋
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雅
夫

地
謡

法
皇
井
上
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久

局
井
上
裕
之
真

内
侍
大
江
　
泰
正
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清
和
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右
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レ
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広
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地
謡

す

　

つヽ
　

た

ど

茂

樹

河
村
　
晴
道

林
喜
右
衛
門

杉
浦
　
豊
彦

宮
本
　
茂
樹

樹
下
　
千
慧

松
野
　
浩
行

鷲
尾
世
志
子

橋
本
　
忠
樹

信
行
博
重
嘉
宏

青
木
真
由
人

宮
川
　
卓
也

寺
澤
　
拓
海

田
茂
井
廣
道

片
山
古
橋
橋
本
橋
本

伸
吾
正
邦
雅
夫
磁
道

仕し仕
舞

鵜

　

飼

附

祝

言

（終
了
予
定
　
四
時
頃
）

の
会

休
憩

二
十
分

女
郎
花

遊
行
柳

ク
セ

鳥
追
舟

阿

漕

河
村
　
和
晃

青
木
　
道
喜

河
村
　
晴
久

田
茂
井
廣
道

浦
部
　
幸
裕

地

謡

味
方

ワ
キ
ツ
レ
公曾

音
田
　
和
史

越
賀
　
隆
之

橋
本
振
二
郎

深
野
　
貴
彦

圃
弘
之
助

主
催
　
公
益
社
団
法
人

京
都
観
世
会

※
時
間
は
お
よ
そ
の
目
安

で
す

プみ、

賀・'

茂も

Ｖ
あらすじ

初
夏
の
京
都
が
舞
台
。
播
磨
国
の
室
の
明
神
に
仕
え
る
神
職
が
、
室
と
ご

一
体
で
あ
る
と
い
う
賀
茂
明
神
へ
参
詣
し
ま
す
。
神
職
は
川
辺
に
新
し
く
祭

壇
が
築
か
れ
、
白
木
綿
に
白
羽
の
矢
が
立
て
て
あ
る
の
を
不
思
議
に
思
い
、

ち
ょ
う
ど
そ
こ
へ
現
れ
た
水
汲
み
の
女
性
二
人
に
訳
を
尋
ね
る
と
、
「
こ
の
御

矢
は
当
社
の
御
神
体
と
も
御
神
物
と
も
崇
め
申
し
て
い
る
も
の
」
と
答
え
ま

す
。
あ
る
時
、
流
れ
て
き
た
白
羽
の
矢
を
持
ち
帰
り
家
の
軒
先
に
挿
す
と
、
知

ら
ぬ
う
ち
に
子
を
授
か
り
男
子
を
産
み
、矢
は
天
に
上
り
鳴
神
に
、
こ
の
子
は

別
雷
神
に
、
そ
の
母
君
も
神
と
な
っ
た
の
だ
と
、
賀
茂
三
社
の
縁
起
を
語
り

ま
す
。
女
は
洛
中
洛
外
の
川
の
名
所
を
挙
げ
つ
つ
水
を
汲
み
神
に
手
向
け
、

や
が
て
自
分
は
神
で
あ
る
と
言
い
神
隠
れ
し
ま
す
。
や
が
て
女
体
の
御
祖
神

（み
お
や
の
し
ん
）、
つ
づ
い
て
別
雷
神
（わ
け
い
か
づ
ち
）が
出
現
し
、
雷
鳴
を
と

ど
ろ
か
せ
国
土
を
守
護
す
る
神
威
を
示
す
の
で
し
た
。
金
春
禅
竹
作
。

♂贔

雲

林

院

げ
掛
あ
ら
す
じ

ヘ

幼
い
頃
か
ら
「伊
勢
物
語
」
を
愛
読
す
る
芦
屋
の
里
の
公
光
（き
ん
み
つ
）

は
、
夢
の
告
げ
に
よ
り
桜
の
花
の
咲
き
乱
れ
る
都
へ
向
い
、
紫
野
の
雲
林
院

に
着
き
ま
す
。
公
光
が
桜
の

一
枝
を
折
る
と
、
風
流
で
小
う
る
さ
い
老
翁

が
現
れ
て
そ
れ
を
咎
め
、
二
人
は
互
い
に
桜
を
詠
ん
だ
古
歌
を
引
い
て
、
花

折
る
行
為
の
善
悪
を
言
い
争
い
ま
す
。
公
光
が

「伊
勢
物
語
」
を
持
っ
た

業
平
と
二
条
の
后
が
雲
林
院
に
竹
む
姿
を
夢
で
見
、
そ
し
て
都
へ
来
た
由

を
語
る
と
、
老
翁
は
「伊
勢
物
語
の
秘
事
を
授
け
よ
う
、
花
の
陰
で
霊
験

を
待
て
」
と
自
ら
が
業
平
の
霊
で
あ
る
と
明
か
し
夕
霞
の
中
に
消
え
失
せ

ま
す
。
や
が
て
現
れ
た
業
平
の
霊
は
、
二
条
の
后
と
の
恋
を
物
語
り
、
昔
日

を
懐
か
し
み
、
春
の
夜
の
月
下
に
夜
遊
の
舞
を
舞
い
、
夜
も
す
が
ら

「昔
男

の
い
に
し
へ
」
を
語
り
間
か
せ
ま
す
。
そ
の
う
ち
業
平
の
姿
も
消
え
、
公
光

の
夢
も
覚
め
る
の
で
し
た
。

信
行
幸
裕
保
浩圏

能
の
一
部
（見
せ
ど
こ
ろ
）を
、
紋
付
袴
姿
で
、謡
に
あ
わ
せ
て
舞
う

演
奏
形
式
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
曲
は
扇
を
持
ち
ま
す
が
、
演
目
に
よ
っ

て
は
長
刀
や
杖
な
ど
を
持
つ
も
の
も
あ
り
ま
す
。
舞
い
手
の
骨
格
が

見
え
や
す
い
の
で
、
多能
の
デ
ッ
サ
ン
ク
と
評
さ
れ
、演
者
の
個
性
と
技

を
楽
し
め
ま
す
。
数
分
の
演
技
で
能
の
醍
醐
味
が
味
わ
え
る
の
が

仕
舞
で
す
。

臣
下
に
よ
り
、
後
白
河
法
皇
の
大
原
へ
の
御
幸
が
告
げ
ら
れ
ま
す
。
大
原

で
は
、
建
礼
門
院
が
阿
波
内
侍
、
大
納
言
局
と
共
に
寂
光
院
に
籠
り
、
我
が

子
安
徳
天
皇
、
母
二
位
尼
、
平
家
の

一
門
の
菩
提
を
弔
っ
て
い
ま
す
。
仏
ヘ

の
供
物
を
採
り
に
、
大
納
言
局
を
伴
い
山
へ
分
け
入
っ
た
そ
の
留
守
に
、法
皇

が
訪
ね
ら
れ
ま
す
。
山
よ
り
帰
っ
た
女
院
は
御
幸
を
知
り
、
閣
浮
（え
ん
ぶ
）

の
世
に
引
き
戻
さ
れ
る
苦
し
さ
に
耐
え
な
が
ら
も
法
皇
に
対
面
し
ま
す
。

六
道
の
苦
し
み
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
平
家
滅
亡
の
有
様
、
さ
ら
に
安
徳
帝
の

最
期
ま
で
そ
の
母
で
あ
る
女
院
に
語
ら
せ
る
法
皇
。
我
が
子
を
追
っ
て
入
水

す
る
も
、
源
氏
の
武
士
に
引
き
上
げ
ら
れ
命
な
が
ら
え
た
苦
し
さ
に
、
女
院

は
涙
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
や
が
て
還
幸
と
な
り
、
法
皇
を
見
送

る
女
院
。
戦
で
我
が
子
も
母
も
、
愛
す
る
す
べ
て
を
失
っ
た

一
人
の
女
性
の

悲
し
み
と
苦
悩
は
、
こ
の
寂
光
院
に
永
遠
に
留
ま
る
の
で
し
た
。

デ、

鵜

　

飼

写
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夏
の
甲
斐
国
（山
梨
）
が
舞
台
。
旅
の
僧
が
宿
を
求
め
川
沿
い
の
御
堂
に

泊
ま
り
ま
す
。
そ
こ
に
鵜
を
休
め
る
た
め
に
や
っ
て
来
た
鵜
使
い
の
老
人

に
、
僧
は
殺
生
戒
を
説
き
ま
す
が
、
二
、
三
年
前
に
川
下
の
岩
落
と
い
う
地

で
逢
っ
た
鵜
使
い
に
も
て
な
し
を
受
け
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
老
人

は
、
そ
の
鵜
使
い
は
禁
漁
区
で
の
密
猟
の
た
め
に
捕
ら
え
ら
れ
、
ふ
し
づ
け

（す
巻
き
）
に
さ
れ
て
死
ん
だ
こ
と
を
語
り
、
実
は
自
分
が
そ
の
鵜
使
い
の

幽
霊
で
あ
る
と
明
か
し
ま
す
。
そ
の
事
を
聞
い
た
僧
は
弔
い
を
申
し
出
、
幽

霊
は
罪
障
懺
悔
に
鵜
飼
の
様
子
を
見
せ
て
間
に
消
え
ま
す
。
僧
が
法
華
経

で
弔
っ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
閻
魔
大
王
が
現
れ
、
無
間
地
獄
に
堕
と
す
べ
き
鵜

使
い
だ
が
、
僧
の
回
向
と
、
か
つ
て
の

一
僧

一
宿
の
功
力
に
よ
っ
て
救
わ
れ
、

極
楽
へ
送
る
こ
と
に
な
っ
た
と
告
げ
る
の
で
す
。
榎
並
左
衛
門
五
郎
原
作
、

世
阿
弥
改
作
。

地
謡

橋
本
　
充
基

浅
井
　
風
矢

吉
田
　
篤
史

谷
　
弘
之
助

令
和
七
年
七
月
十
三
日
（日
）

午
前
十

一
時
開
演
（十
時
三
十
分
開
場
）

大
江
浦
部
浦
田
味
方

能
の
台
本
（謡
本
）を
、舞
台
上
で
謡
う
演
奏
形
式
で
す
。
謡
う
こ

と
・語
る
こ
と
で
情
景
や
心
情
を
表
現
し
ま
す
。
能
に
は
『源
氏
物
語
』

や
『平
家
物
語
」
な
ど
の
古
典
を
題
材
に
し
た
名
作
が
多
く
伝
わ
っ
て

お
り
、
詞
（
詞
章
）
の
美
し
さ
は
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
素
謡

は
、
そ
の
「謡
う
こ
と
・語
る
こ
と
」
の
み
の
シ
ン
プ
ル
な
表
現
の
面
白

さ
か
ら
、大
正
の
頃
よ
り
大
変
な
流
行
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、京
都
に
は
歴
史
的
に
「京
舞
．峰
．」
と
よ
ば
れ
る
「素
謡
」
の
文

化
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
初
期
寛
文
の
時
代
、
服
部
宗
巴
（九
世
観
世
大

夫
黒
雪
の
弟
、
服
部
栖
元
の
息
、
の
ち
に
福
王
盛
親
）が
、
西
陣
に
あ
っ

た
と
い
わ
れ
る
観
世
屋
敷
で
謡
の
教
授
を
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
以

後
、京
都
で
は
能
だ
け
で
な
く
、
人
々
が
謡
だ
け
を
た
し
な
む
「素
謡
」

と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
好
ま
れ
、
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
戦

前
は
、
京
の
辻
々
で
謡
の
声
が
よ
く
間
か
れ
た
よ
う
で
す
。
情
緒
豊
か

な
「素
謡
」
を
ラ
イ
ブ
で
じ
っ
く
り
と
ク聴
い
て
″
み
て
く
だ
さ
い
。
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夏の素帯ど仕舞の会
Ⅲ  Ⅲ :令和 7年 7月 13日 (日 )午前 11時開演 (10時30分開場)

会 場 li京 都 観 世 会 館 京都市左京区岡崎円勝寺町44

入場料 一般前売 4,500円 一般当日 5,000円 学生 2,500円

※上演中の写真撮影・録音・録画はお断りします。

※携帯電話の着信音・時計のアラーム音が鳴らなしヽよう、あらなじめ電源をお切りください。

※都合により出演者に変更がある場合がございますので、あらかじめご了承ください。

※お華の方は、会館東隣りの有料駐車場、または岡崎公園市営駐車場等をご利用ください。

※公演中上の場合を除き、入場券払戻はできません。

【交通アクセス】
JR京都駅から                  .
●地下鉄鳥丸線「鳥丸御池駅」にて地下鉄東西線に乗り換え、
「東山駅」下車、□ 香出□より徒歩約5分

●京都駅前バスのりばAlより市バス5系統
「岡崎公園美術館・平安神宮前」下車、
D2よ り86・ 206系 統「東山仁王門」下車(乗車時間約30分 )
四条河原町から
●バスのりばEより市バス31・ 46・ 201

(乗車時間約15分 )

京阪三条駅から

●市バス5系統「岡崎公園美術館・平安神宮前」
●地下鉄東西線に乗り換え、「東山駅」下車
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